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1. 目　的

我々の研究グループでは，生体内組織形成術を用いてバ
イオバルブを開発してきた。先行研究では，房室弁形状を
模したバイオバルブを作製したが，操作性などの問題から
移植には至っていない。そこで本研究では，生体内組織形
成術で作製されるバイオシート（以下，BS）を用いた，操作
性にも優れた新しい概念の房室弁用人工弁の開発を目的と
した。僧帽弁用人工弁輪を模したステントを台座として，
BSを縫い付けた生体弁を作製し，弁葉形状ならびに弁構
造が弁機能に及ぼす影響を評価した。

2. 方　法

生体外模擬実験回路を使い，ヒトの生理的条件下で実験
した。BSの作製には約2ヶ月要するため，BSで多数のパ
ラメータを変更する実験をすることは効率が悪い。そこで， 
力学的にBSを模擬したポリウレタンシート（以下，PU）を
使い，実験モデルを作製した。形状パラメータとして，BS

と同等の曲げ剛性を示す範囲内でPUの厚みhPUを変化さ
せることでBSの硬さの影響を，ステント長軸方向を基準
として弁葉縫い付け角度θとステントからの弁葉はみ出し
量eを変化させることで，弁の形態的な形状の影響を調べ
た。これを穴なしモデルとした（図1A）。別の実験モデル
として，先程のモデルに，弁葉縫い付け位置を対称軸とし
て，その両側中央に対称となるよう6 mmの円孔を設け，
さらにその上にhPU＝100μmのPUで穴を覆うように対
称軸に縫い付け，これを穴あきモデルとした（図1B）。各
モデルに対してサンプル数n＝3で実験を行い，ISO 5840

に基づき逆流率Rf，平均圧較差ΔP，有効開口面積EOAを

評価した。 

3. 結果・考察

弁葉に穴を開けたことで，弁による圧力損失が最大0.4

倍に低下した。逆流率は最大1.5倍となったが，ISOの要
求値を十分に満たした。これは穴の影響で中心流を得たこ
とに加え，弁葉の剛性が低下したためと考える。

4. 独創性

今回開発した弁は，先行品にはない台座を用いたことで，
構造が簡略になった。それに加え弁葉に穴があるという独
創性により，弁機能向上を確認できた。
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図1　本研究で作製した実験モデル
A：穴なしモデル，B：穴あきモデル


